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会期　12月15日～19日

平成
28年

第４回 定 例 会

条
例
の
改
正

　

平
成
二
十
八
年
第
四
回
泊
村
議
会
定
例
会
は
、
去
る
十
二
月
十
五
日
に
招
集
さ

れ
、
会
期
を
十
九
日
ま
で
の
五
日
間
と
定
め
、
開
会
初
日
十
五
日
は
、
議
長
の
諸

般
の
報
告
と
村
長
か
ら
の
行
政
報
告
、
教
育
長
か
ら
教
育
行
政
報
告
が
行
わ
れ
た

後
、
諮
問
一
件
・
議
案
二
件
を
審
議
採
決
、
そ
の
他
の
議
案
三
十
一
件
の
提
案
理

由
の
説
明
を
受
け
た
後
、
議
案
等
調
査
の
た
め
休
会
と
し
ま
し
た
。

　

十
九
日
に
本
会
議
を
再
開
し
、
一
般
質
問
が
行
わ
れ
た
後
、
議
案
三
十
一
件
と

意
見
案
三
件
を
審
議
採
決
を
し
、
全
日
程
を
終
了
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

・
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
同
意

　

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
と
し
て
、
本
間
芳

男
氏
の
推
薦
を
満
場
一
致
で
同
意
さ
れ
ま
し

た
。

・
動
産
の
取
得
に
つ
い
て
 …
…
…
原
案
可
決

　

泊
小
学
校
教
育
用
パ
ソ
コ
ン
十
九
台
と

サ
ー
バ
ー
等
の
更
新

・
村
道
の
認
定
に
つ
い
て
 …
…
…
原
案
可
決

　

滝
の
潤
地
区
北
海
道
電
力
㈱
滝
の
潤
寮
横

道
路
が
平
成
二
十
九
年
度
よ
り
、
北
海
道
に

お
い
て
道
道
泊
・
共
和
道
路
の
工
事
道
路
と

し
て
使
用
す
る
た
め
。

・
泊
村
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

　

機
構
改
革
に
よ
る
課
の
新
設
及
び
名
称
変

更
に
よ
る
条
例
改
正

・
泊
村
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

　

人
事
院
勧
告
に
伴
う
一
般
職
の
給
与
改
定

と
勤
勉
手
当
の
割
合
の
引
上
げ
、
配
偶
者
に

係
る
扶
養
手
当
の
見
直
し
等
の
改
定
で
す
。

審

議

し

た

議

案
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・
泊
村
特
別
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

　

職
員
の
勤
勉
手
当
の
支
給
割
合
の
引
上
げ

に
伴
い
、
同
様
に
特
別
職
員
の
期
末
手
当
の

支
給
割
合
を
引
上
げ
る
改
定
で
す
。

・
泊
村
議
会
議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
つ
い
て
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

　

職
員
の
勤
勉
手
当
の
支
給
割
合
の
引
上
げ

に
伴
い
、
同
様
に
議
会
議
員
の
期
末
手
当
の

支
給
割
合
を
引
上
げ
る
改
定
で
す
。

・
泊
村
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
暇
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

　

人
事
院
勧
告
に
よ
る
一
般
職
員
の
勤
務
時

間
・
休
暇
等
に
関
す
る
法
律
改
正
の
勧
告
が

な
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
改
定
で
す
。

・
泊
村
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

　

地
方
公
務
員
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改

正
に
よ
る
所
要
の
改
正
で
す
。

・
泊
村
渋
井
地
区
集
会
所
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

・
泊
村
盃
地
区
集
会
所
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
つ
い
て
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

・
泊
村
臼
別
地
区
集
会
所
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

・
泊
村
茅
沼
地
区
集
会
所
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

・
泊
村
照
岸
・
糸
泊
地
区
集
会
所
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

・
泊
村
堀
株
地
区
集
会
所
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

・
泊
村
泊
地
区
集
会
所
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

・
鰊
御
殿
と
ま
り
設
置
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

・
泊
村
ア
イ
ス
セ
ン
タ
ー
設
置
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

・
と
ま
り
カ
ブ
ト
ラ
イ
ン
パ
ー
ク
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

・
泊
村
簡
易
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

・
泊
村
集
落
排
水
処
理
事
業
施
設
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
…
…
原
案
可
決

・
泊
村
公
共
下
水
道
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

・
ふ
る
さ
と
定
住
促
進
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

・
泊
村
長
寿
者
褒
賞
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

・
泊
村
廃
棄
物
の
減
量
及
び
適
正
処
理
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

・
泊
村
高
齢
者
医
療
費
助
成
条
例
の
廃
止
に

つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

　

住
民
サ
ー
ビ
ス
施
策
及
び
施
設
使
用
料
等

の
見
直
し
を
す
る
た
め
の
条
例
改
正
で
す
。

・
泊
船
揚
場
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
廃
止
に
つ
い
て
…
…
…
原
案
可
決

　

船
揚
施
設
の
利
用
頻
度
の
減
少
と
施
設
の

老
朽
化
に
よ
る
上
架
台
及
び
付
随
す
る
ア
ン

カ
ー
ロ
ー
ラ
ー
等
の
設
備
を
廃
棄
し
た
た
め

の
条
例
の
廃
止
で
す
。

・
泊
村
漁
業
集
落
排
水
事
業
償
還
基
金
の
設

置
、
管
理
及
び
処
分
に
関
す
る
条
例
の
廃
止

に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

　

泊
村
集
落
排
水
事
業
償
還
基
金
の
残
高
が

な
く
な
っ
た
た
め
の
条
例
廃
止
で
す
。

・
泊
村
国
民
宿
舎
設
置
条
例
の
廃
止
に
つ
い

て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

　

泊
村
国
民
宿
舎
も
い
わ
荘
の
取
り
壊
し
が

完
了
し
た
た
め
の
条
例
廃
止
で
す
。

平
成
二
十
八
年
度
古
宇
郡
泊
村
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
六
号
）
 
…
…
…
…
…
原
案
可
決

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
七
、
八
四
二
千
円

を
追
加
し
、
総
額
四
、〇
六
八
、〇
〇
〇
千
円

と
し
ま
し
た
。

歳
入
の
お
も
な
も
の

　

固
定
資
産
税 

三
〇
、六
一
〇
千
円
の
増

　

公
立
学
校
施
設
整
備
費
国
庫
負
担
金

 

四
、
六
二
四
千
円
の
増

　

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金

 

五
、
四
八
五
千
円
の
減

歳
出
の
お
も
な
も
の

　

神
恵
内
線
バ
ス
運
行
維
持
経
費
助
成
金

 

一
九
、一
七
五
千
円
の
増

　

各
特
別
会
計
繰
出
金

 

八
、
六
三
〇
千
円
の
減

　

地
域
振
興
事
業
補
助
金

 

一
〇
、七
一
三
千
円
の
減

　

岩
内
・
寿
都
地
方
消
防
組
合
負
担
金

 

四
、
八
九
九
千
円
の
減

補

正

予

算
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平
成
二
十
八
年
度
古
宇
郡
泊
村
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
） …
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
一
二
二
千
円
を
追
加

し
、
総
額
八
三
、
七
九
一
千
円
と
し
ま
し
た
。

平
成
二
十
八
年
度
古
宇
郡
泊
村
簡
易
水
道
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
） …
原
案
可
決

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
一
、
四
三
二
千
円
を

減
額
し
、
総
額
二
五
、
八
五
四
千
円
と
し
ま

し
た
。

平
成
二
十
八
年
度
古
宇
郡
泊
村
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
） …
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
八
九
九
千
円
を
減
額

し
、
総
額
四
六
、
三
六
四
千
円
と
し
ま
し
た
。

平
成
二
十
八
年
度
古
宇
郡
泊
村
公
共
下
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
） …
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
六
、
二
九
九
千
円
を

減
額
し
、
総
額
三
四
三
、
九
三
〇
千
円
と
し

ま
し
た
。

 

酒
井　

元
純 

議
員

　

□
泊
村
・
総
合
戦
略
に
つ
い
て

 

大
橋　

芳
之 

議
員

　

□
子
育
て
世
代
の
移
住
定
住
政
策
推
進
に
つ
い
て

　

□
行
政
評
価
制
度
の
導
入
に
つ
い
て

 

小
林　

常
次 

議
員

　

□
盃
温
泉
郷
に
温
泉
施
設
の
建
設
に
つ
い
て

一 般 質 問
　

国
の
地
方
創
世
の
取
り
組
み
で
、
市
町
村

に
対
し
て
も
、
二
〇
一
五
年
度
中
に
、
地
方

版
総
合
戦
略
を
策
定
す
る
よ
う
努
力
義
務
を

課
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
中
に
お
い
て
、
泊
村
総
合
戦
略
、「
泊

村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生　

人
口
ビ
ジ
ョ

ン
・
総
合
戦
略
」
が
、
今
年
の
二
月
に
作
成

さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
、
議
会
に
報
告

が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
経
緯
が
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
実
施
に
向
け
た
対
策
戦
略
本
部
を

設
置
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
責
任
者

は
ど
う
な
っ
た
の
か
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
事
業
の
実
施
、
実
現
に
向

け
た
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
る
の
か
、
お
伺

い
致
し
ま
す
。

　

ご
質
問
の
泊
村
の
総
合
戦
略
は
、
平
成

二
十
八
年
三
月
に
策
定
し
、
五
年
後
の
目
標

数
値
を
定
め
て
、
今
日
で
は
二
年
目
を
迎
え

た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

以
下
、
私
か
ら
五
点
に
つ
い
て
、
ご
報
告

申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
一
つ
は
、
若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・

子
育
て
な
ど
の
施
策
に
つ
い
て
は
、
制
度
上

で
一
部
、
助
成
の
内
容
を
改
定
し
ま
し
て
、

こ
の
度
、
条
例
案
の
定
住
促
進
奨
励
事
業
で
、

継
続
す
る
こ
と
で
、
お
願
い
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

二
つ
目
に
つ
き
ま
し
て
は
、
産
業
振
興
で

は
、
漁
業
協
同
組
合
が
、
今
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
の
ナ
マ
コ
・
ホ
タ
テ
な
ど
の
養
殖
の
実

施
と
今
後
の
推
進
策
に
つ
い
て
、
将
来
的
に

は
、
村
と
し
て
、
組
合
と
協
議
を
し
な
が

ら
、
特
産
品
の
開
発
を
奨
励
し
て
行
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

特
に
、
現
在
、
私
ど
も
で
検
討
し
て
い
る

事
項
も
含
め
て
、
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
か
、
特
に
、
情
報
化
に
つ

い
て
は
、
ご
承
知
の
と
お
り
、
一
部
、
住
民

の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
の
下
で
、
こ
れ
か
ら
、

財
政
的
な
面
も
あ
っ
て
、
そ
れ
を
継
続
し
な

い
と
い
う
ふ
う
な
お
話
を
し
て
お
り
ま
す
け

れ
ど
も
、
そ
の
他
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

環
境
の
改
善
と
い
う
も
の
を
進
め
て
行
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
か
な
と
思
っ
て
お
り
ま

牧

野

村

長

酒
井　

元
純 

議
員

 
泊
村
・
総
合
戦
略

 

に
つ
い
て
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そ
の
中
に
お
い
て
、
こ
の
泊
村
総
合
戦
略

に
対
す
る
国
の
交
付
金
が
、
重
要
な
財
源
に

な
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

国
・
道
が
、
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
た
の

か
。
ま
た
、
施
策
の
中
で
、
承
認
さ
れ
、
交

付
金
が
出
る
事
業
だ
け
を
や
る
こ
と
に
な
る

の
か
。
再
度
お
伺
い
致
し
ま
す
。

　

一
部
で
す
け
れ
ど
も
、
私
の
方
か
ら
、
お

答
え
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
計
画
自
体
に
つ
い
て
の
国
の
承
認
で

す
と
か
、
そ
う
い
う
の
は
な
い
の
で
す
が
、

た
だ
申
請
、
当
然
、
事
業
を
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
そ
れ
に
つ
き
ま
し
て
、
承
認
と
い
う

の
は
「
事
業
」
の
承
認
と
い
う
こ
と
で
は
、

い
た
だ
い
て
い
る
と
い
う
ふ
う
に
理
解
し
て

お
り
ま
す
。

　

あ
と
、
こ
の
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
先

程
村
長
か
ら
も
お
話
し
し
ま
し
た
と
お
り
、

継
続
事
業
も
あ
り
ま
す
し
、
新
規
事
業
も
あ

り
ま
す
け
れ
ど
も
、こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
、

毎
年
毎
年
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
（
計
画
・
実
行
・
評

価
・
改
善
）
サ
イ
ク
ル
に
よ
り
ま
し
て
、
検

証
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

事
業
に
つ
き
ま
し
て
も
、
当
然
予
算
の
中

で
、
計
上
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
も
の
も

あ
り
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
こ
と
で
、
ご
理

解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

も
真
剣
に
取
り
組
ん
で
行
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
に
対
す
る
施
策
が
、
こ
の
「
泊
村
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
・
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

総
合
戦
略
」
に
施
策
事
業
内
容
が
示
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

こ
の
施
策
を
実
現
す
る
こ
と
で
、
人
口
減

少
の
問
題
、
移
住
対
策
、
雇
用
対
策
等
々
の

問
題
が
、多
少
な
り
解
消
さ
れ
る
と
考
え
て
、

作
成
さ
れ
た
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
議
会
も
、
真
剣

に
検
討
し
、
取
り
組
ん
で
行
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
中
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
、
議
会
に

説
明
も
な
い
。

　

私
た
ち
議
会
人
も
、村
民
の
代
表
と
し
て
、

当
然
、
村
づ
く
り
に
責
任
が
あ
る
立
場
で
、

理
事
者
側
と
一
体
と
な
り
、
取
り
組
ん
で
行

く
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
総
合
戦
略
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
議

会
の
承
認
は
い
ら
な
い
と
言
わ
れ
ま
し
た

が
、
施
策
の
推
進
・
事
業
の
取
り
組
み
・
進

捗
状
況
に
つ
い
て
は
、
議
会
に
報
告
・
説
明

す
る
の
が
あ
る
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た

が
、
こ
れ
ま
で
一
度
も
、
報
告
・
説
明
が
な

い
こ
と
に
疑
問
を
思
い
、質
問
致
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
財
政
が
逼
迫
し
て
く
る
こ
と
は
、

ご
承
知
の
と
お
り
で
、
現
在
、
村
政
全
般
に

亘
り
、
見
直
し
を
し
て
い
る
現
状
の
中
で
、

新
た
な
施
策
に
取
り
組
む
こ
と
は
、
大
変
厳

し
い
状
況
に
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な
状
況
下
に

あ
っ
て
も
、
村
づ
く
り
を
推
進
し
て
行
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

取
り
組
み
に
つ
い
て
で
は
な
く
、
私
の
質
問

は
、
こ
の
策
定
さ
れ
た
総
合
戦
略
を
、
国
に

提
出
さ
れ
た
と
思
う
が
、
国
の
評
価
が
ど
う

で
あ
っ
た
の
か
。
施
策
の
内
容
・
取
り
組
み

が
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
た
の
か
。

　

国
は
、
「
施
策
の
内
容
の
評
価
で
、
交
付

額
に
差
を
つ
け
る
」
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
中
に
お
い
て
、
泊
村
の
総
合
戦
略
の

評
価
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。
施
策
の
取
り

組
み
が
、
ど
の
よ
う
な
評
価
で
あ
っ
た
の
か
。

私
共
議
員
は
、
全
く
分
か
ら
な
い
訳
で
す
。

　

そ
の
こ
と
を
お
伺
い
し
た
か
っ
た
の
で
す

が
、
今
、
こ
れ
ま
で
に
取
り
組
ん
で
来
た
、

定
住
促
進
の
継
続
や
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
ん

で
い
る
事
業
の
一
端
を
説
明
さ
れ
た
と
思
い

ま
す
が
、
実
際
に
、
こ
の
策
定
さ
れ
た
施
策

が
、
ど
の
よ
う
に
国
が
評
価
さ
れ
、
交
付
額

が
決
ま
っ
た
の
か
、
ど
う
か
と
い
う
こ
と
を

お
伺
い
し
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
の
答
弁

の
中
に
は
、
全
く
そ
の
こ
と
が
な
い
。

　

そ
れ
か
ら
、
「
進
捗
管
理
伴
う
庁
舎
内
調

整
や
達
成
度
に
よ
る
施
策
の
効
果
を
検
証
す

る
」
、
「
内
部
組
織
戦
略
本
部
が
、
そ
の
役
を

担
う
」
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
、
議
会
に
は
、
そ
の

内
容
・
組
織
体
制
に
つ
い
て
、
全
く
知
ら
さ

れ
て
い
な
い
。

　

国
の
交
付
金
だ
け
で
、
施
策
の
実
現
が
可

能
な
の
か
。
施
策
の
事
業
費
が
、
提
示
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、
財
源
的
な
問
題
が
出
て
こ

な
い
の
か
。
戦
略
本
部
の
活
動
が
全
く
分
か

ら
な
い
。

　

人
口
減
少
の
問
題
、
移
住
者
対
策
、
雇
用

対
策
は
、
他
町
村
と
同
様
、
泊
村
に
お
い
て

す
。

　

そ
れ
と
、
庁
内
に
お
い
て
は
、
職
員
で
、

住
宅
環
境
促
進
検
討
委
員
会
を
今
年
立
ち
上

げ
て
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
れ
の
内
容
と
し
ま
し
て
は
、
民
間
活
力

に
よ
る
賃
貸
住
宅
の
建
設
の
促
進
、
特
に
、

空
き
家
、
空
き
地
を
調
査
し
た
中
で
、
利
活

用
を
村
と
し
て
検
討
出
来
な
い
か
。
そ
れ
と
、

地
域
住
民
に
対
し
ま
し
て
は
、
村
有
地
希
望

者
に
公
募
を
は
か
っ
て
、
住
宅
建
設
の
促
進

を
進
め
て
行
き
た
い
。

　

岩
宇
に
お
き
ま
し
て
は
、
今
、
連
携
し
て
、

広
域
観
光
の
推
進
と
地
場
産
業
の
振
興
及
び

次
世
代
を
担
う
人
材
育
成
と
い
う
こ
と
で
、

こ
の
三
点
を
絞
り
、
今
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

計
画
に
基
づ
く
内
容
に
つ
い
て
は
、
今
年

の
三
月
に
な
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
計
画
と
実

施
・
評
価
・
改
善
の
四
つ
の
視
点
を
も
っ
て
、

継
続
的
な
改
善
を
推
進
し
て
い
く
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

以
上
、
こ
の
施
策
を
お
話
し
申
し
上
げ
ま

し
た
け
れ
ど
も
、
よ
り
一
層
、
総
合
戦
略
の

拡
充
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

た
だ
今
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
け
れ
ど
も
、

こ
の
「
泊
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦
略
」
の
施
策
の
内
容
・

酒
井
元
純
議
員
（
再
質
問
）

伊
名
野
企
画
振
興
課
長
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の
で
質
問
を
終
わ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
に
し

て
も
、
こ
れ
か
ら
、
財
政
が
厳
し
い
中
に
お

い
て
も
、
村
づ
く
り
を
進
め
て
行
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

財
政
の
こ
と
、
人
口
減
少
等
々
に
対
す
る

手
立
て
・
施
策
が
総
合
戦
略
に
詳
し
く
提
案

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
施
策
を
実
現
す
る
こ
と

で
、
村
が
発
展
す
る
と
の
考
え
で
提
案
さ
れ

た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
思
い
を
持
っ
た
方
々
と
一
緒
に

な
っ
て
策
定
さ
れ
た
、
泊
村
総
合
戦
略
を
無

に
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
し
っ
か
り
と

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
の
思
い
で
質

問
を
し
ま
し
た
が
、
意
図
す
る
と
こ
ろ
が
、

ご
答
弁
い
た
だ
け
な
い
の
で
、
質
問
を
終
わ

り
ま
す
が
、
担
当
課
長
に
、
今
後
も
し
っ
か

り
と
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待

し
、
質
問
を
終
わ
り
ま
す
。

　

折
角
の
ご
質
問
で
す
か
ら
、
今
、
酒
井
元

純
君
が
説
明
し
て
い
る
戦
略
本
部
、こ
れ
が
、

機
能
し
て
お
る
の
か
。
そ
れ
と
、
あ
く
ま
で

も
、
こ
の
地
方
版
総
合
戦
略
、
こ
れ
は
、
努

力
義
務
で
す
。

　

そ
の
中
で
、
今
、
企
画
振
興
課
長
か
ら
、

事
業
と
し
て
承
認
さ
れ
た
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
も
う
一
点
の
補
助
金
の
問
題

に
つ
い
て
も
、
し
っ
か
り
回
答
し
て
も
ら
え

ま
す
か
。

　

ま
た
、
戦
略
本
部
が
取
り
組
ん
で
き
た
施

策
の
こ
と
や
そ
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
、
現
在
取
り
組
ん
で
い
る

の
か
、
全
く
私
共
は
分
か
ら
な
い
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
平
成
二
十
七
年
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
て
、三
十
一
年
ま
で
の
五
年
間
で
、

実
現
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
と
い
う
こ
と

を
先
程
村
長
が
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
既
に
、

二
年
目
に
入
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
中
に
お
い
て
、
私
ど
も
は
、
ど
う
い

う
状
況
な
の
か
わ
か
ら
な
い
。現
在
の
状
況
、

今
後
の
取
り
組
み
、
国
・
道
と
の
話
が
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
こ
れ
ま
で
の
経

緯
、
戦
略
本
部
に
お
け
る
取
り
組
み
状
況
に

つ
い
て
説
明
を
い
た
だ
き
た
か
っ
た
の
で
す

が
、
今
の
課
長
の
お
話
で
は
、
恐
ら
く
、
そ

の
よ
う
な
状
況
に
な
い
と
聞
き
ま
し
た
が
、

今
後
、
取
り
組
み
を
進
め
て
行
く
に
は
、
先

程
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
現
在
、
定
住
促

進
条
例
の
見
直
し
等
に
つ
い
て
、
庁
内
で

や
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
今
後
、
村
財

政
の
逼
迫
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
検
討
を
重

ね
て
い
る
訳
で
す
。

　

財
源
が
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
来
る
中

で
、
総
合
戦
略
を
進
め
て
い
く
に
は
、
国
か

ら
の
交
付
金
が
、
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
の

思
い
で
、
国
と
の
話
し
が
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
、
質
問
致
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
、
村
づ
く
り
を
進
め
て
行
く
上

で
、
重
要
な
役
割
を
果
た
す
、
そ
う
い
う
中

に
お
い
て
、
今
後
の
取
り
組
み
、
国
・
道
の

評
価
に
つ
い
て
お
伺
い
し
た
か
っ
た
の
で
す

が
、
残
念
な
が
ら
、
質
問
と
か
み
合
わ
な
い

か
っ
た
の
か
。
評
価
・
認
め
ら
れ
て
、
初
め

て
、
国
か
ら
の
交
付
額
が
決
ま
り
、
評
価
が

高
け
れ
ば
、
五
千
万
円
の
と
こ
ろ
を
一
億
円

出
し
ま
す
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
聞
い
て
お

り
ま
す
。

　

で
す
か
ら
、
ど
の
事
業
が
評
価
さ
れ
た
の

か
と
い
う
こ
と
を
含
め
て
、
こ
れ
ま
で
の
経

緯
に
つ
い
て
、
質
問
致
し
ま
し
た
が
、
全
く

質
問
・
趣
旨
が
ご
理
解
い
た
だ
け
な
く
、
か

み
合
わ
な
い
と
思
っ
て
聞
い
て
お
り
ま
し
た

が
、
こ
の
施
策
・
事
業
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

今
回
通
告
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
質
問
い

た
し
ま
せ
ん
が
、
「
第
四
次
泊
村
総
合
計
画
」

の
重
点
戦
略
と
し
て
、
位
置
付
け
ま
す
と
も

書
か
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
策
定
さ
れ
た
施
策
の
基
本
的
な
視
点

と
し
て
、
こ
の
よ
う
に
も
書
い
て
あ
り
ま
す
。

「
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、村
民
の
誇
り
を
も
っ

て
生
涯
に
亘
っ
て
豊
か
な
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
泊
村
だ
か
ら
こ
そ
可
能
な
施

策
、
泊
村
の
特
徴
を
理
解
し
た
施
策
を
推
進

し
ま
す
。
」
と
の
中
で
、
策
定
さ
れ
た
施
策
、

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
国
に
評

価
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
お
伺
い
し
た
の
で

す
。

　

ま
た
、
施
策
の
取
り
組
み
を
、
庁
内
の
戦

略
本
部
が
進
め
て
い
く
、
事
業
の
進
捗
状
況

を
見
な
が
ら
や
っ
て
行
く
、
管
理
し
て
行
く

と
い
う
こ
と
が
、
戦
略
本
部
の
重
要
な
役
目

だ
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
戦
略
本
部
と
い
う
の
は
、
庁
内
、
部

課
長
全
員
が
戦
略
本
部
員
だ
と
思
い
ま
す

が
、
そ
の
戦
略
本
部
の
名
簿
も
、
一
切
い
た

だ
い
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
今
、
担
当
課
長
の
答
弁
あ
り
ま
し
た

が
、
私
は
、
総
合
戦
略
の
内
容
・
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
通
告
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、

内
容
に
つ
い
て
は
質
問
し
ま
せ
ん
。
総
合
戦

略
の
策
定
後
の
経
緯
に
つ
い
て
質
問
し
た
ん

で
す
。

　

泊
村
総
合
戦
略
を
何
の
為
に
策
定
さ
れ
た

の
か
、
初
め
に
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
国
に

提
出
す
る
た
め
に
、
お
金
か
け
て
策
定
し
た

は
ず
な
ん
で
す
。

　

そ
れ
を
国
が
、
施
策
の
内
容
を
評
価
し
た

事
業
に
対
し
、
交
付
金
を
出
し
ま
す
。
交
付

額
を
決
め
ま
す
と
い
う
こ
と
を
聞
い
て
い
る

も
の
で
す
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
評
価
を
い
た

だ
い
た
の
か
。
国
・
道
と
ど
の
よ
う
な
話
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

　

提
出
後
の
経
緯
や
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て
質
問
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
施
策
に
つ
い
て
、
素
晴
ら
し
い
提
案

が
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
施
策
に
取
り
組
め
ば
、
こ
の
泊

村
の
雇
用
対
策
・
子
育
て
支
援
、
も
ち
ろ
ん
、

現
在
も
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、
産
業
、

雇
用
対
策
の
施
策
も
書
い
て
あ
り
ま
す
。
ナ

マ
コ
・
ホ
タ
テ
の
取
り
組
み
も
書
い
て
あ
り

ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
既
に
実
施
さ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の
施
策
に
つ
い

て
も
、
詳
し
く
提
案
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
施
策
を
評
価
さ
れ
た
の
か
、
さ
れ
な

酒
井
元
純
議
員
（
再
々
質
問
）

結
城　

智
議
長
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を
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
そ
の
時
に
ま

た
、
議
員
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
賜
り
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

　

た
だ
今
、
部
長
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯

に
つ
い
て
と
、
事
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
基
本
的
に
承

認
さ
れ
て
、交
付
金
の
つ
い
た
事
業
を
現
在
、

取
り
組
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
し
、
今
後
に
お
い
て
も
、
交
付
金
が
つ
い

た
事
業
だ
け
を
実
施
し
て
い
く
と
い
う
こ
と

に
な
る
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
期
間
が
五

年
間
で
す
か
ら
、
出
来
る
も
の
か
ら
、
早
く

実
施
出
来
る
よ
う
な
体
制
を
執
っ
て
行
か
な

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
に
し
ま
し

て
も
、
今
後
、
財
源
の
問
題
も
出
て
来
ま
す
。

　

出
来
る
だ
け
議
会
に
、
取
り
組
み
の
状
況

な
ど
の
情
報
を
早
め
に
出
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
五
年
計
画
と
い
う
よ
う
な
形
の

中
で
、
今
、
進
め
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、

や
は
り
、
そ
の
結
果
っ
て
い
う
の
は
、
議
員

の
皆
さ
ん
方
、
ま
た
は
、
住
民
の
方
々
に
お

知
ら
せ
す
る
の
は
、
年
度
末
で
、
ど
の
よ
う

に
な
っ
た
か
と
い
う
こ
と
、
先
程
お
話
し
し

ま
し
た
よ
う
に
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
と
い
う
形
の
中

で
、
評
価
し
た
中
で
、
そ
れ
を
ど
う
す
る
と

か
と
い
う
、
そ
う
い
う
こ
と
も
含
め
た
報
告

し
て
い
る
訳
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　

国
の
方
も
、
各
町
村
に
お
い
て
、
独
自
に
、

そ
う
い
う
こ
と
を
し
て
、
定
住
人
口
・
移
住

人
口
、
そ
れ
か
ら
、
少
子
化
対
策
を
図
れ
と

い
う
こ
と
で
す
の
で
、
村
も
、
こ
の
戦
略
会

議
の
中
で
、
一
般
財
源
も
含
め
て
継
続
的
な

事
業
を
取
り
込
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

た
だ
、
今
後
、
そ
の
戦
略
事
業
を
進
め
る

中
で
、
国
の
方
に
申
請
を
出
し
て
、
認
め
ら

れ
る
も
の
も
、
こ
れ
か
ら
出
て
来
る
と
思
い

ま
す
の
で
、
そ
の
辺
は
、
道
と
国
の
方
と
協

議
し
な
が
ら
、
今
後
進
め
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

そ
れ
と
戦
略
本
部
で
す
け
れ
ど
も
、
本
部

長
は
、
一
応
、
村
長
に
な
っ
て
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
本
部
員
は
、全
課
長
が
、一
応
、

本
部
員
と
い
う
こ
と
で
、
部
課
長
会
議
と
並

行
し
て
、
同
じ
よ
う
な
も
の
な
の
で
、
現
在
、

部
課
長
会
議
の
中
で
、
い
ろ
ん
な
施
策
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
課
長
に
指
示
し
て
、

独
自
で
進
め
て
、
そ
れ
を
部
課
長
会
議
に
上

げ
て
く
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
進
め
て
ご

ざ
い
ま
す
。

　

定
住
に
係
る
住
宅
関
係
に
つ
い
て
は
、今
、

建
設
水
道
課
長
が
中
心
な
っ
て
取
り
ま
と
め

た
中
で
、
部
課
長
会
議
に
掛
け
て
、
決
ま
り

次
第
、
議
会
な
ど
に
案
と
い
う
こ
と
で
、
提

出
し
た
い
と
現
在
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

先
程
、
伊
名
野
課
長
か
ら
も
、
若
干
説
明

致
し
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
策
定
も
、
国
に
は

一
応
提
出
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
、
当
初
、
国
は
、「
こ
の
戦
略
を

策
定
す
れ
ば
、
そ
の
事
業
に
対
し
て
交
付

金
を
つ
け
ま
す
よ
。
」
と
い
う
よ
う
な
、
バ

ラ
色
の
よ
う
な
発
言
で
、
当
初
は
本
村
も
、

一
七
〇
〇
万
、
そ
し
て
、
こ
の
策
定
に
係
る

委
託
と
、
そ
れ
と
、
従
来
か
ら
独
自
に
進
め

て
い
た
定
住
促
進
の
児
童
養
育
等
を
対
象
に

し
て
、
交
付
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
二
年
目
以
降
に
な
る
と
、
国
の

方
も
な
か
な
か
賢
く
て
、
財
源
が
な
い
と
い

う
こ
と
で
、
二
分
の
一
に
減
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
特
に
、
そ
の
先
駆
的
事
業
、

要
す
る
に
、
策
定
計
画
に
載
っ
て
い
た
中
で

も
、
全
国
的
に
先
駆
的
な
事
業
に
つ
い
て
は
、

そ
し
て
ま
た
、
広
域
的
な
連
携
事
業
に
つ
い

て
は
、
国
の
方
で
評
価
し
て
、
交
付
金
を
付

け
る
と
い
う
中
で
、
泊
村
に
お
き
ま
し
て
は
、

ご
存
じ
の
と
お
り
、
議
会
の
方
で
補
正
も
致

し
て
お
り
ま
す
、
岩
内
町
、
神
恵
内
村
、
そ

れ
と
古
宇
郡
漁
協
、
そ
れ
と
、
岩
内
漁
協
、

そ
れ
に
、
三
町
村
、
そ
れ
と
二
漁
協
で
の
連

携
事
業
と
い
う
こ
と
で
、
ご
存
じ
の
と
お
り
、

ナ
マ
コ
の
養
殖
の
関
係
に
つ
い
て
、
こ
の
地

方
創
生
交
付
金
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

あ
と
、
こ
の
戦
略
も
、
事
業
は
載
せ
て
ご
ざ

い
ま
す
け
れ
ど
も
、
全
部
交
付
金
を
あ
て
に

酒
井
元
純
議
員

結
城　

博
総
務
部
長

牧

野

村

長

議会を傍聴してみませんか議会を傍聴してみませんか
手続きは簡単です

住所・氏名・年齢を受付簿に記入
するだけの簡単な手続きです　　

　　　　　　お気軽にどうぞ…
定例会は、３月・６月・９月・12月の年４回です。

臨時会は、必要に応じて随時開きます。
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泊
村
は
、
「
ふ
る
さ
と
定
住
促
進
奨
励
事

業
」
を
実
施
し
、
各
種
の
助
成
制
度
を
設
け

て
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
や
人
口
の
定
住
促
進
を

図
っ
て
お
り
ま
す
が
、
人
口
の
減
少
が
続
い

て
お
り
ま
す
。

　

泊
村
の
人
口
は
、
十
年
前
の
平
成
十
七
年

に
は
、
二
一
八
五
人
お
り
ま
し
た
が
、
現
在

は
一
七
五
〇
人
、
十
年
後
の
平
成
三
十
七
年

に
は
一
五
〇
〇
人
台
、
二
十
年
後
の
平
成

四
十
七
年
に
は
一
三
〇
〇
人
台
に
な
る
と
い

う
推
計
が
出
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を

か
け
る
た
め
に
は
、
新
た
に
「
子
育
て
世
帯

の
移
住
定
住
政
策
」
を
積
極
的
に
展
開
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
が
、

村
と
し
て
は
、
現
状
を
ど
の
よ
う
に
分
析
し
、

ま
た
、
今
後
ど
の
よ
う
な
施
策
や
事
業
を
考

え
て
い
る
の
か
、
村
長
に
お
伺
い
を
し
ま
す
。

　

村
と
し
て
も
、
こ
の
定
住
促
進
条
例
は
、

平
成
十
年
四
月
と
い
う
形
の
中
で
、
進
め
て

来
た
関
係
の
事
業
に
該
当
す
る
訳
で
ご
ざ
い

ま
す
が
、
一
時
的
に
は
、
増
加
、
若
し
く
は
、

横
這
い
の
傾
向
に
な
っ
た
こ
と
は
、
ご
承
知

の
こ
と
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、

現
在
に
お
い
て
は
、
人
口
減
少
が
続
い
て
ご

ざ
い
ま
す
。

　

特
に
、
そ
の
要
因
と
し
て
は
、
学
生
は
、

村
内
に
就
職
先
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
で
人

口
の
流
出
、
出
産
数
の
大
幅
な
減
少
と
少
子

高
齢
化
が
進
行
す
る
と
い
う
よ
う
な
状
態
に

な
っ
て
お
り
ま
し
て
、
特
に
、
高
齢
化
率
が

高
い
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
要

因
か
ら
人
口
減
少
と
い
う
の
も
、
今
、
少
な

く
な
っ
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
形
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
、
村
と
し
て
ど
う
い
う
施
策
を

持
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す

け
れ
ど
も
、
先
程
も
、
何
回
も
、
お
話
し
し

て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
定
住
促
進
奨
励
事

業
の
一
部
を
改
正
し
て
い
た
だ
い
て
、
子
育

て
に
必
要
な
財
源
の
幾
ら
で
も
、
住
民
の

方
々
に
還
元
出
来
る
も
の
に
つ
い
て
を
や
っ

て
行
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
人
口
の
歯
止

め
に
な
れ
ば
な
と
い
う
こ
と
で
考
え
て
お
り

ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
中
で
、
近
隣
の
町
村

と
し
て
、
連
携
を
今
図
っ
て
い
る
関
係
で
、

安
心
し
て
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
が
出
来
る

環
境
づ
く
り
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
関

係
も
含
め
た
事
業
を
今
、
展
開
し
て
ご
ざ
い

ま
す
。

　

そ
れ
と
同
時
に
、
村
と
し
ま
し
て
も
、
こ

れ
か
ら
、
高
齢
者
の
方
々
が
、
快
適
に
暮
ら

し
や
す
い
福
祉
政
策
と
い
う
も
の
の
充
実
を

図
っ
て
行
く
こ
と
も
、
一
つ
の
内
容
で
ご
ざ

い
ま
し
て
、
特
に
ま
た
、
雇
用
の
関
係
に
つ

き
ま
し
て
も
、
そ
う
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

基
幹
産
業
の
拡
充
を
進
め
て
、
担
い
手
の
育

成
・
人
材
育
成
、
今
、
言
っ
た
雇
用
対
策
に

繋
が
れ
ば
な
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

先
程
、
酒
井
議
員
の
質
問
の
時
に
も
、
お

話
し
申
し
上
げ
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
庁
内
の

職
員
の
中
で
、
今
、
住
宅
の
環
境
促
進
検
討

委
員
会
と
い
う
こ
と
を
立
ち
上
げ
て
お
り
ま

し
て
、
先
程
言
っ
た
、
住
宅
の
問
題
や
空
き

家
住
宅
の
活
用
の
問
題
、
更
に
は
、
村
の
土

地
に
対
す
る
と
こ
ろ
を
公
募
し
て
、
住
宅
建

設
を
促
進
し
て
行
く
と
い
う
な
、
そ
う
い
う

こ
と
も
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
含
め
た
中
で
、
移
住
定
住
の
関

係
の
問
題
を
推
進
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
う
い
う
内
容
の
中
で
、
村
の
拡
充
を

図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
の
で
、
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

泊
村
は
、冒
頭
に
申
し
ま
し
た
け
れ
ど
も
、

定
住
促
進
の
奨
励
事
業
と
い
う
こ
と
で
、
た

く
さ
ん
の
助
成
制
度
を
設
け
て
お
り
ま
す
。

大
き
く
分
け
ま
す
と
、
少
子
化
・
高
齢
化
対

策
と
し
て
の
福
祉
と
医
療
に
関
わ
る
部
分

と
、
人
口
の
定
住
の
促
進
を
図
る
た
め
の
制

度
と
、
大
き
く
分
け
ら
れ
る
の
か
な
と
思
い

ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
定
住
に
関
わ
る
部
分
の
予
算

と
し
て
は
、
毎
年
約
三
，
〇
〇
〇
万
の
予
算

を
確
保
し
て
、こ
の
定
住
の
促
進
の
部
分
に
、

力
を
入
れ
て
い
る
訳
で
す
け
れ
ど
も
、
た
く

さ
ん
の
助
成
制
度
が
あ
る
中
で
、
他
の
町
村

よ
り
、
す
ご
く
先
駆
け
て
手
掛
け
た
部
分
も

あ
り
ま
す
し
、
ま
た
、
他
の
町
村
に
類
を
み

な
い
多
く
の
助
成
制
度
も
や
っ
て
い
ま
す
の

で
、
そ
の
部
分
に
関
し
て
は
、
特
に
、
私

は
、
ど
う
の
こ
う
の
っ
て
言
う
つ
も
り
は
な

い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
良
く
考
え
て
み
ま
す

と
、
こ
の
制
度
っ
て
い
う
の
は
、
泊
村
に
住

ん
で
い
た
ら
、
住
む
こ
と
が
出
来
て
、
初
め

て
こ
の
助
成
制
度
の
恩
恵
を
受
け
ら
れ
る
訳

で
す
。

　

最
初
か
ら
住
ん
で
い
る
方
は
、
も
ち
ろ
ん

良
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
余
所
か
ら
移
っ
て

大
橋
芳
之
議
員
（
再
質
問
）

牧

野

村

長

大
橋　

芳
之 

議
員

 
子
育
て
世
代
の

 
政
策
推
進
に
つ
い
て
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来
て
、
こ
こ
に
、
条
件
が
合
っ
て
、
住
め
た

場
合
に
、
こ
う
い
う
い
ろ
ん
な
制
度
の
恩
恵

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

で
も
、
そ
こ
を
突
き
詰
め
て
考
え
た
場
合

に
、
行
政
と
し
て
、
積
極
的
に
住
ま
わ
せ
る

と
か
、
住
む
た
め
の
環
境
整
備
を
今
や
っ
て

い
ま
す
か
っ
て
い
う
こ
と
を
私
は
言
い
た
い

ん
で
す
。
こ
の
部
分
、
全
く
力
を
入
れ
て
や
っ

て
い
ま
せ
ん
よ
ね
。

　

制
度
は
、
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
簡
単
に

言
い
ま
す
と
、
住
む
た
め
の
土
地
、
住
宅
の

確
保
、
そ
う
い
う
こ
と
を
行
政
は
、
力
入
れ

て
や
っ
て
い
ま
す
か
。
全
く
や
っ
て
な
い
で

し
ょ
う
。

　

せ
っ
か
く
良
い
制
度
が
た
く
さ
ん
あ
る
の

に
、
積
極
的
に
、
住
め
る
環
境
を
行
政
と
し

て
提
供
し
て
い
な
い
で
し
ょ
う
。

　

私
は
、
そ
こ
に
、
力
を
入
れ
て
行
か
な
い

と
、
こ
の
人
口
の
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら

な
い
と
思
う
ん
で
す
。

　

今
、
言
い
ま
し
た
け
ど
れ
も
、
住
む
た
め

に
は
、
住
宅
、
そ
れ
と
、
家
を
建
て
た
い
と

い
う
、
そ
う
い
う
方
も
お
り
ま
す
の
で
、
土

地
の
斡
旋
・
提
供
と
か
と
い
う
二
つ
の
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

ま
ず
、
土
地
の
問
題
。
若
い
人
の
中
に
も
、

や
は
り
若
い
う
ち
に
家
を
建
て
て
、
マ
イ
ハ

ウ
ス
を
持
っ
て
住
み
た
い
と
い
う
方
も
結
構

お
ら
れ
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
方
の
た
め
に
、

村
が
、
積
極
的
に
、
土
地
を
斡
旋
す
る
と
い

う
こ
と
を
や
ら
な
き
ゃ
駄
目
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
使
っ
て
い
な
い
村
有
地

い
っ
ぱ
い
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

そ
れ
を
、
村
と
し
て
持
っ
て
い
て
も
、
利

用
価
値
が
な
い
訳
で
す
。

　

そ
う
い
う
の
を
払
い
下
げ
て
、
家
を
建
て

た
い
人
に
、
地
価
の
三
割
と
か
、
極
端
な
こ

と
を
言
っ
た
ら
、
半
額
と
か
、
思
い
切
っ
た

値
段
を
つ
け
て
、
そ
の
代
わ
り
「
三
年
以
内

に
、
家
を
建
て
て
下
さ
い
よ
。」
と
い
う
こ

と
を
、
行
政
が
ま
ず
積
極
的
に
や
る
方
法
を

考
え
て
下
さ
い
。

　

そ
れ
と
、
あ
と
民
間
の
土
地
だ
っ
て
、い
っ

ぱ
い
空
い
て
い
る
所
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

そ
う
い
う
の
を
調
べ
て
、
泊
は
、
盃
か
ら
堀

株
ま
で
、
細
長
い
場
所
で
す
か
ら
、「
い
や
、

家
を
建
て
る
の
で
し
た
ら
、
私
は
、
あ
っ
ち

が
良
い
」
と
か
「
こ
っ
ち
が
良
い
と
か
」、

と
い
う
、
そ
う
い
う
希
望
も
あ
る
と
思
い
ま

す
の
で
、
そ
う
い
う
民
間
の
土
地
も
、
活
用

す
る
形
で
、
土
地
の
斡
旋
と
い
う
こ
と
を
考

え
て
行
か
な
き
ゃ
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
、
こ
の
住
宅
の
確
保
の
問
題
で
す
。

　

今
、
公
営
住
宅
が
空
い
た
場
合
、
募
集
を

か
け
る
の
は
、
村
内
だ
け
で
す
よ
ね
。

　

街
頭
放
送
と
Ｔ
Ｙ
Ｔ
の
み
の
方
法
だ
と
思

う
ん
で
す
が
、
そ
れ
で
は
、
人
口
が
、
増
え

て
行
か
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

結
婚
し
て
、
余
所
か
ら
、
女
性
な
り
男
性

の
方
が
入
っ
て
来
れ
ば
、
ま
た
別
で
す
け
れ

ど
も
、
余
所
か
ら
の
移
住
定
住
を
積
極
的
に

進
め
る
た
め
に
は
、
や
っ
ぱ
り
、
村
外
に
、

村
の
公
住
が
空
き
ま
し
た
と
い
う
場
合
に
、

ネ
ッ
ト
を
通
し
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
そ
う

い
う
知
ら
せ
る
方
策
を
考
え
な
き
ゃ
い
け
な

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
、
村
の
ネ
ッ
ト
を
見
ま
す
と
、
定
住
促

進
に
関
わ
る
助
成
制
度
が
、
た
く
さ
ん
出
て

い
ま
し
て
、
そ
の
下
に
、
企
画
振
興
課
の
電

話
番
号
が
出
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
あ
れ

だ
っ
て
、
見
る
と
、
積
極
的
に
定
住
者
を
受

け
入
れ
よ
う
と
い
う
姿
勢
が
、
私
は
感
じ
取

れ
な
い
ん
で
す
。

　

で
す
か
ら
、
役
場
に
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

思
い
切
っ
て
、
そ
の
定
住
促
進
に
関
わ
る
部

門
の
窓
口
を
設
け
て
、
専
属
に
一
人
つ
け
ま

し
て
、
全
て
の
相
談
か
ら
、
い
ろ
ん
な
土
地

の
情
報
、
そ
し
て
、
住
宅
の
情
報
を
い
ろ
い

ろ
相
談
に
乗
っ
て
、
最
終
的
に
、
移
住
に
到

達
す
る
と
い
う
よ
う
な
組
織
を
事
業
と
し
て

考
え
て
行
か
な
い
と
い
け
な
い
。

　

た
だ「
こ
う
い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
か
ら
、

来
て
下
さ
い
。」
と
言
っ
た
っ
て
、
な
か
な

か
来
ま
せ
ん
よ
。

　

ま
ず
住
め
る
た
め
の
環
境
整
備
、
住
宅
、

土
地
の
問
題
を
や
っ
ぱ
り
行
政
と
し
て
、
私

は
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
行
か
な
き
ゃ
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
村
長
、
ど
の
よ
う

に
、
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

　　

ま
ず
一
つ
、
最
初
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、

先
程
、私
、お
話
し
た
よ
う
に
、職
員
の
中
で
、

住
宅
環
境
促
進
検
討
委
員
会
と
い
う
の
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
の
で
、
そ
ち
ら
の
方
で
、
今
、

進
め
て
、実
際
に
は
調
査
も
し
て
お
り
ま
す
。

そ
う
い
う
中
で
、
今
、
言
っ
た
ご
質
問
の
中

で
、
最
後
に
、
公
募
だ
と
か
っ
て
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
っ
て
い
う
も
の
も
ど
う
な

の
か
。

　

そ
れ
か
ら
、
専
門
職
員
の
配
置
っ
て
い
う

も
の
は
ど
う
な
の
か
と
い
う
こ
と
も
含
め
た

中
で
、
ち
ょ
っ
と
考
え
て
行
き
た
い
な
と
に

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

実
際
に
は
、
職
員
は
、
定
数
の
関
係
か
ら
、

ど
う
し
て
も
、
兼
務
、
兼
務
と
い
う
形
の
中

で
進
め
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
専
門
と
い
う

そ
れ
だ
け
に
絞
っ
て
お
仕
事
さ
れ
る
と
い
う

の
は
、
い
か
が
な
も
の
か
な
っ
て
い
う
こ
と

も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
そ
こ
ら
辺
を
勘
案
し

な
が
ら
、
進
め
て
行
き
た
い
な
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

余
り
く
ど
い
話
は
す
る
つ
も
り
は
あ
り
ま

せ
ん
け
れ
ど
も
、
今
、
泊
村
の
人
口
構
成
を

考
え
た
場
合
に
、
十
九
歳
ま
で
の
割
合
が

一
五
％
、
そ
れ
と
、
二
十
歳
か
ら
五
十
九
歳
、

い
わ
ゆ
る
働
き
世
代
の
割
合
が
四
〇
％
、
そ

れ
以
上
の
六
十
五
歳
以
上
の
方
が
四
五
％
と

い
う
割
合
で
す
。

　

要
す
る
に
、
働
き
世
代
の
一
人
が
、
六
十

歳
以
上
の
高
齢
者
を
一
人
背
負
っ
て
、
こ
の

村
は
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
状
況

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
人
口
が
減
少
し
て
行
き

ま
す
と
、
当
然
、
高
齢
化
率
も
上
が
り
ま
し

て
、
さ
ら
に
、
少
子
化
、
若
い
子
供
た
ち
も

少
な
く
な
っ
て
行
く
訳
で
す
。

牧

野
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長

大
橋
芳
之
議
員
（
再
々
質
問
）
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現
実
を
見
た
場
合
に
、
今
、
泊
小
学
校
も
、

も
う
あ
と
数
年
す
る
と
、
複
式
と
い
う
よ
う

な
声
も
聞
か
れ
て
来
て
い
ま
す
。

　

学
校
の
事
を
考
え
ま
す
と
、
二
十
年
前
に
、

泊
は
四
つ
あ
っ
た
小
学
校
を
統
合
し
て
、
今

の
泊
小
学
校
な
っ
て
い
る
訳
で
す
が
、
そ
の

統
合
し
た
経
緯
の
一
つ
と
し
て
、
や
は
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
に
お
い
て
、
児
童
数
が
少

な
く
な
っ
た
。

　

そ
う
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

子
供
の
競
争
力
が
低
下
す
る
と
い
う
こ
と
を

懸
念
し
て
、
統
合
に
至
っ
た
経
緯
が
あ
る
訳

で
す
け
れ
ど
、
そ
れ
が
二
十
年
経
っ
た
現
在
、

も
う
、
目
の
前
に
は
、
複
式
と
い
う
も
の
が

見
え
て
来
て
い
る
訳
で
す
。
そ
う
い
う
こ
と

が
あ
る
の
で
、
私
は
、
大
変
危
惧
し
て
い
る

ん
で
す
。

　

そ
う
い
う
こ
と
で
、
子
育
て
世
帯
を
中
心

と
し
た
、
世
代
の
移
住
定
住
に
関
わ
る
部
分

の
事
業
に
、
是
非
と
も
力
を
入
れ
て
、
取
り

組
ん
で
い
た
だ
け
る
こ
と
を
お
願
い
し
て
、

質
問
を
終
わ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
、
大
橋
議
員
か
ら
、
大
変
あ
り
が
た
い

お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

村
は
、
こ
れ
か
ら
次
の
質
問
の
行
政
評
価

制
度
に
関
係
す
る
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、

詳
し
い
こ
と
は
、
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
け
れ
ど
も
、
実
際
、
今
、
言
っ
た
よ
う
な

形
の
中
で
、
村
の
充
実
を
図
っ
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

行
政
が
、
一
年
間
に
実
施
し
た
政
策
に
つ

い
て
、
そ
の
必
要
性
や
効
率
性
、
有
効
性
な

ど
の
観
点
か
ら
評
価
し
、
そ
の
結
果
を
次
年

度
の
政
策
に
役
立
て
る
こ
と
が
必
要
で
あ

り
、
そ
の
制
度
と
し
て
、
行
政
評
価
制
度
が

あ
り
ま
す
。

　

泊
村
で
は
、
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金

規
則
に
基
づ
き
、
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付

金
事
業
の
み
事
業
評
価
し
て
お
り
ま
す
が
、

地
域
の
課
題
を
村
民
と
行
政
が
共
有
し
、
村

民
の
視
点
に
立
っ
た
村
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
た
め
に
は
、
こ
の
制
度
を
活
用
し
、
全
政

策
及
び
全
予
算
事
業
を
対
象
と
し
て
、
事
業

評
価
し
、
広
く
村
民
に
情
報
を
公
表
す
べ
き

と
思
い
ま
す
が
、
村
長
の
考
え
を
お
伺
い
し

ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
地
方
自
治
体
が
運
営
す
る

上
で
、
大
変
こ
れ
は
、
私
ど
も
と
し
て
、
重

要
な
制
度
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
中
で
、
全
国
的
に
は
、
こ
の
制
度
を
利

用
し
て
い
る
所
は
二
〇
％
で
、
後
志
管
内
で

は
三
町
村
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

制
度
的
に
は
、
ど
う
い
う
も
の
か
と
言
う

と
、
行
政
活
動
の
目
的
を
明
確
に
す
る
と
い

う
こ
と
が
、
第
一
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
そ
の

内
容
の
中
で
、
成
果
目
標
を
設
定
し
て
、
そ

し
て
、
尚
且
つ
そ
の
活
動
に
対
し
て
、
ど
う

い
う
よ
う
な
予
算
づ
け
、
人
件
費
、
そ
れ
か

ら
、
成
果
物
の
内
容
の
も
の
を
ど
の
よ
う
な

形
で
評
価
を
行
っ
て
、
そ
の
評
価
結
果
を
ど

の
よ
う
に
し
て
改
善
す
る
か
と
い
う
こ
と

で
、
次
年
度
に
対
す
る
以
降
の
行
政
活
動
の

企
画
立
案
に
反
映
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
、

こ
れ
が
、
基
本
的
な
内
容
に
な
っ
て
ご
ざ
い

ま
す
。

　

特
に
、
他
の
町
村
と
い
う
こ
と
で
は
な
い

で
す
け
れ
ど
も
、
札
幌
市
で
は
、
札
幌
市
で
、

自
治
基
本
条
例
に
基
づ
い
た
行
政
評
価
制
度

を
行
っ
て
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
中
で
、
行
政
評
価
を
進
め
て
い
る
訳

で
す
け
れ
ど
も
、
な
か
な
か
目
標
と
す
る
と

こ
ろ
の
狙
い
と
い
う
も
の
が
、
大
変
難
し
い

と
い
う
こ
と
を
聞
い
て
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
、
本
村
と
し
て
も
、
こ
の
制
度
を

今
進
め
て
い
る
訳
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
け
れ

ど
も
、
実
際
に
、
そ
れ
に
指
摘
す
る
と
こ
ろ

の
内
容
と
し
て
、
村
は
、
ま
ず
一
つ
は
、
ど

う
い
う
も
の
が
考
え
ら
れ
る
か
っ
て
言
う

と
、
予
算
・
決
算
、
そ
れ
に
、
監
査
委
員
の

評
価
、
さ
ら
に
は
、
村
政
懇
談
会
な
ど
、
ま

た
、
公
職
者
の
方
々
の
会
議
等
で
も
、
い
ろ

い
ろ
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
中
で
、
し

て
い
た
だ
い
た
中
で
、
評
価
を
受
け
て
い
る

と
い
う
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

財
政
面
に
つ
き
ま
し
て
は
、
議
会
で
も
ご

提
案
申
し
上
げ
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
健
全
化

率
を
も
っ
て
、
議
会
に
報
告
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
関
係
も
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
行
政
評
価
に
あ
た
る
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
は
、
敢
え
て
お
話
し
し
て
お
り

ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
形
の
中
で
、

村
政
を
、
今
、
執
行
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
、
私
と
し
ま
し
て
も
、
こ
の
制
度

に
つ
い
て
は
、
や
は
り
、
先
程
言
っ
た
よ
う

に
、
重
要
な
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
こ

れ
か
ら
検
討
す
べ
き
も
の
と
し
て
考
え
て
お

り
ま
し
て
、
そ
の
評
価
を
す
る
と
こ
ろ
の
導

入
と
言
い
ま
す
か
、そ
の
目
的
と
い
う
の
は
、

基
本
的
に
は
、
先
程
お
話
し
申
し
上
げ
た
よ

う
に
、
行
政
の
効
率
化
、
職
員
の
意
識
改
革
、

さ
ら
に
は
、
住
民
満
足
度
の
向
上
と
、
こ
の

三
つ
が
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
挙
げ

て
、
私
ど
も
は
進
め
て
行
か
な
け
れ
ば
な
い

の
か
な
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
も
、
時
間
が
ち
ょ
っ
と
掛

か
り
ま
す
け
れ
ど
、
村
と
し
て
、
早
め
に
対

応
出
来
る
よ
う
な
体
制
を
作
っ
て
行
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

牧

野

村

長

大
橋　

芳
之 

議
員

　

行
政
評
価
制
度
の
導
入
に
つ
い
て

牧

野

村

長
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い
ろ
い
ろ
と
議
会
で
も
、
答
弁
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
が
、
行

政
評
価
制
度
の
一
部
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
こ
の
制
度
の
導
入
を
進
め

て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

今
、
村
長
の
方
か
ら
行
政
評
価
に
つ
い
て

ど
う
い
う
目
的
な
の
か
と
い
う
よ
う
な
点
、

い
ろ
い
ろ
ご
説
明
あ
り
ま
し
た
の
で
、
私
の

方
か
ら
は
、
詳
し
い
説
明
は
省
き
ま
す
が
、

ち
ょ
う
ど
村
長
か
ら
札
幌
市
の
話
が
出
ま
し

た
け
れ
ど
も
、
こ
の
行
政
評
価
制
度
は
、
職

員
に
よ
る
「
内
部
評
価
制
度
」
な
ん
で
す
。

　

大
き
な
都
市
に
行
き
ま
す
と
、
一
歩
先
ん

で
、
住
民
を
巻
き
込
ん
だ
「
外
部
評
価
制
度
」

ま
で
取
り
入
れ
て
、
今
、
や
り
出
し
て
い
る

ん
で
す
。
と
い
う
の
は
、
や
は
り
、
内
部
の

職
員
だ
け
で
は
気
が
つ
か
な
い
部
分
と
い
う

の
は
、
恐
ら
く
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
う
ん
で

す
。

　

評
価
制
度
に
は
、
そ
う
い
う
部
分
の
住
民

を
巻
き
込
ん
だ
、
外
部
の
評
価
制
度
と
も
う

一
つ
、
専
門
家
を
入
れ
る
外
部
評
価
制
度
が

あ
り
ま
す
。

　

私
は
、
や
っ
ぱ
り
行
政
っ
て
い
う
の
は
、

如
何
に
、
村
民
の
目
線
と
言
い
ま
す
か
、
住

民
目
線
の
行
政
を
や
っ
て
い
る
か
と
い
う
部

分
に
、
重
点
を
置
い
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
出
来
れ
ば
、
こ
の

外
部
評
価
制
度
の
話
を
し
た
か
っ
た
ん
で
す

け
れ
ど
も
、
泊
が
ま
だ
、
行
政
評
価
制
度
自

体
取
り
組
ん
で
い
な
い
と
い
う
こ
と
の
話
を

聞
き
ま
し
た
の
で
、
一
辺
に
話
を
飛
ば
し
て

も
あ
れ
な
ん
で
、
ま
ず
は
こ
の
行
政
評
価
制

度
を
取
り
入
れ
て
一
番
大
事
な
の
は
、
村
民

に
情
報
を
公
表
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
評
価
し
て
、
そ
れ
を
公
表

し
な
さ
い
と
、
そ
こ
ま
で
位
置
付
け
て
い
ま

す
。

　

そ
れ
は
、
や
は
り
公
表
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
事
業
を
村
民
目
線
で
評
価
し
て
い
た
だ

く
と
い
う
こ
と
の
意
味
合
い
が
あ
る
と
思
う

ん
で
す
。

　

だ
か
ら
私
は
、
そ
う
い
う
意
味
も
兼
ね
て

是
非
、
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
な
と
思
っ
て

い
る
訳
で
す
。

　

泊
村
の
場
合
は
、
冒
頭
に
申
し
ま
し
た
け

れ
ど
も
、
電
源
立
地
地
域
交
付
金
、
去
年
の

場
合
で
す
と
約
七
億
五
千
万
を
事
業
に
充
当

し
て
い
ま
す
。

　

事
業
と
し
て
は
、
ア
イ
ス
セ
ン
タ
ー
と
か

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
運
営
費
、
十
四
事
業
で

す
か
ね
。
そ
れ
に
充
当
し
て
い
ま
す
け
れ
ど

も
、
そ
の
部
分
し
か
評
価
し
て
い
な
い
。

　

こ
れ
は
、
当
然
、
国
の
お
金
を
使
っ
て
い

る
か
ら
、
そ
れ
に
対
し
て
、
国
の
指
導
の
下

で
公
表
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う

で
あ
れ
ば
、
も
う
ち
ょ
っ
と
話
を
進
め
て
、

泊
村
は
、
約
四
十
億
の
毎
年
予
算
事
業
を

組
ん
で
い
る
訳
で
す
。
こ
の
去
年
の
場
合
、

七
億
、
八
億
と
い
う
の
は
、
二
割
に
該
当
す

る
部
分
し
か
、
評
価
し
て
い
な
い
訳
で
す
。

そ
こ
を
私
は
言
い
た
い
ん
で
す
。

　

も
っ
と
お
金
を
た
く
さ
ん
使
っ
て
い
る
ん

で
す
か
ら
、「
私
た
ち
、
行
政
は
、
こ
う
い

う
評
価
を
し
ま
し
た
よ
。」
、
そ
れ
を
村
民
に

公
表
し
て
下
さ
い
よ
。
そ
れ
に
対
し
て
、
村

民
は
、
そ
れ
を
見
て
、「
い
い
事
業
を
や
っ

て
い
ま
す
ね
。」
と
か
、「
お
金
の
無
駄
使
い

で
は
な
い
の
か
な
。
」
と
か
、
そ
れ
で
初
め

て
分
か
る
訳
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
こ
う
い
う
行
政
に
携
わ
っ
て

い
る
人
間
は
、
あ
る
程
度
、
お
金
の
使
い
方

と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
は
理
解
し
て
い
ま
す

け
れ
ど
も
、
村
民
の
方
は
、
あ
ま
り
分
か
ら

な
い
で
す
よ
ね
。

　

そ
う
い
う
こ
と
を
行
政
は
、
も
っ
と
積
極

的
に
働
き
か
け
て
、
情
報
提
供
し
て
行
く
と

い
う
こ
と
が
、
や
は
り
開
か
れ
た
行
政
、
住

民
目
線
を
考
え
る
行
政
で
は
な
い
ん
で
し
ょ

う
か
。

　

余
り
く
ど
い
こ
と
を
言
っ
て
も
、
同
じ
返

事
し
か
帰
っ
て
来
な
い
と
思
い
ま
す
け
れ
ど

も
、
是
非
こ
れ
は
、
前
向
き
に
検
討
し
て
い

た
だ
い
て
、
村
民
に
、
よ
り
多
く
の
情
報
を

公
開
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
事
業
を
取

り
入
れ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
お
願
い
し
ま

し
て
、
質
問
を
終
わ
り
ま
す
。

　

大
変
あ
り
が
た
い
言
葉
を
い
た
だ
い
て
、

実
際
に
は
、
決
算
・
予
算
の
関
係
に
つ
き
ま

し
て
は
、
広
報
等
で
も
表
示
し
な
が
ら
、
そ

の
内
容
の
分
析
ま
で
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ

ん
け
れ
ど
も
、
金
額
を
表
示
し
た
中
で
、
住

民
に
お
示
し
し
て
い
る
と
い
う
の
が
、
今
ま

で
の
実
態
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

あ
と
は
、
公
表
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す

と
、
そ
れ
こ
そ
、
全
村
民
を
挙
げ
て
、
説
明

会
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
村
政
懇
談
会
を
利
用
し
た
中
で
、
そ

こ
ら
辺
の
こ
と
も
お
話
し
す
る
こ
と
も
、
こ

れ
は
、
公
表
な
の
か
な
と
こ
の
よ
う
に
思
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
出
来
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
や
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

牧

野

村

長

大
橋
芳
之
議
員
（
再
質
問
）

お　願　いお　願　い

行事案内など、議長宛の文書は行事案内など、議長宛の文書は

議会事務局へお届け願います。議会事務局へお届け願います。
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泊
村
国
民
宿
舎
に
つ
い
て
は
、
先
般
、
解

体
が
終
わ
り
、
宿
舎
条
例
の
廃
止
に
つ
い
て

も
、
今
議
会
に
提
案
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

泊
村
の
産
業
や
経
済
に
つ
い
て
は
、
村

が
、
諸
対
策
を
講
じ
て
い
る
も
の
の
依
然
と

し
て
、
低
迷
の
域
を
脱
し
て
い
な
い
状
況
に

お
か
れ
て
い
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

泊
村
の
観
光
の
拠
点
的
な
施
設
で
あ
っ
た

泊
村
国
民
宿
舎
に
か
わ
る
温
泉
施
設
の
建
設

に
つ
い
て
、
村
民
の
要
望
も
多
い
と
思
い
ま

す
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
新
年
度
に
泊
村

と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
検
討
さ
れ
、
取
り
組

ま
れ
る
の
か
。
村
長
の
考
え
方
を
お
伺
い
致

し
ま
す
。

　

ご
承
知
の
と
お
り
、
今
年
度
解
体
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
跡
地
に
つ
い
て
も
、
ど
う
な
の
か
っ

て
い
う
、
そ
う
い
う
ご
質
問
か
ら
、
村
の
拠

点
と
す
る
と
こ
ろ
の
国
民
宿
舎
と
い
う
の

は
、
や
は
り
観
光
の
拠
点
に
あ
る
と
い
う
こ

と
で
も
お
話
し
さ
れ
て
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
、
私
は
、
現
在
に
お
き
ま
し
て
は
、

盃
温
泉
に
お
け
る
と
こ
ろ
の
温
泉
施
設
の
建

設
と
い
う
の
は
、
一
貫
し
て
、
私
は
、
白
紙

と
い
う
よ
う
な
形
で
、
解
体
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
現
在
の
温
泉
が

出
て
い
る
ご
指
摘
の
盃
温
泉
、
さ
ら
に
は
、

茅
沼
の
地
域
の
温
泉
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
れ
ら
を
含
め
た
中
で
、
村
の
観
光
と
い

う
、
産
業
の
振
興
開
発
、
更
に
は
、
経
済
波

及
効
果
が
、
今
の
状
態
で
は
、
こ
の
ま
ま
に

は
し
て
い
ら
れ
な
い
と
い
う
考
え
方
は
、
当

然
、
持
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
、
こ
れ
ら
の
地
域
の
温
泉
に
つ
い

て
も
、
盃
温
泉
郷
の
温
泉
と
同
時
に
、
重
要

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
と
い
う
こ
と
で
、
位
置

付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、こ
れ
に
つ
い
て
は
、

新
た
な
考
え
方
で
、
新
年
度
に
お
い
て
、
議

員
の
皆
様
と
の
協
議
を
お
願
い
す
る
よ
う
な

ご
提
案
を
申
し
上
げ
て
行
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
し
、
住
民
の
方
々
か
ら
も
、
ご
要

望
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
ら
を
含
め
た
中
で
、
新

年
度
に
向
か
っ
て
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
進
め

て
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

た
だ
今
、
村
長
よ
り
、
温
泉
施
設
建
設
に

対
す
る
今
後
の
検
討
・
取
り
組
み
に
つ
い
て

の
考
え
方
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
泊
村
の
国
民

宿
舎
に
つ
い
て
は
、
昭
和
三
十
九
年
に
、
茅

沼
炭
鉱
の
閉
山
に
伴
う
、
産
炭
地
対
策
に
よ

り
建
設
さ
れ
た
と
伺
っ
て
お
り
、
以
来
、
約

五
十
年
に
亘
っ
て
、村
が
運
営
を
続
け
ら
れ
、

盃
温
泉
郷
の
中
核
的
な
施
設
と
し
て
、
民
間

の
ホ
テ
ル
や
民
宿
と
共
に
、
多
大
な
発
展
を

遂
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

併
せ
て
、
こ
の
間
、
泊
村
民
の
憩
い
の
場

と
し
て
、
親
し
ま
れ
て
来
ま
し
た
が
、
特
に
、

こ
こ
数
年
は
、
時
代
の
波
の
変
化
と
申
し
ま

す
か
、
現
在
の
状
況
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

茂
岩
の
温
泉
は
、
今
か
ら
、
約
一
四
〇
年
前

か
ら
、
当
時
、
こ
の
地
で
、
全
盛
を
極
め
た

鰊
場
の
網
元
な
ど
に
よ
り
開
発
さ
れ
、
今
日

に
至
っ
て
い
る
と
記
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
今
、

国
や
道
は
、
地
方
創
生
の
対
策
を
含
め
な
が

ら
、
北
海
道
新
幹
線
の
札
幌
に
向
け
た
延
伸

や
高
速
道
路
網
の
ア
ク
セ
ス
な
ど
が
、
後
志

管
内
で
は
、急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
お
り
、

管
内
の
官
や
民
に
よ
る
対
策
、
組
織
化
や
連

絡
協
議
が
盛
り
上
が
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
観

光
の
拠
点
で
あ
る
、
盃
温
泉
郷
の
再
開
発
、

創
生
に
つ
い
て
、
今
、
正
に
、
そ
の
時
が
来

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

観
光
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
堀
株
地
域

も
、
そ
う
な
ん
で
す
が
、
茂
岩
地
域
に
つ
い

て
は
、
何
よ
り
も
、
温
泉
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、

海
や
弁
天
島
な
ど
の
天
然
を
素
材
に
し
て
、

具
体
的
に
、再
検
討
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　

以
上
、
五
点
程
述
べ
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら

の
状
況
等
も
視
野
に
入
れ
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、
先
般
の
村
政
懇
談
会
で
も
、
意
見
が
出

さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
泊
村
民
が
、

待
ち
望
ん
で
い
る
盃
温
泉
郷
に
温
泉
施
設
を

建
設
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、　

前
向
き
に
検

討
さ
れ
て
、
来
年
中
に
で
も
、
具
体
的
な
方

向
を
村
民
に
示
し
て
下
さ
る
よ
う
、
お
願
い

申
し
上
げ
ま
し
て
、
私
の
質
問
を
終
わ
り
ま

す
。

小
林
常
次
議
員
（
再
質
問
）

小
林　

常
次 

議
員

 
盃
温
泉
郷
に
温
泉
施
設

 
の
建
設
に
つ
い
て

牧

野

村

長

盃海水浴場盃海水浴場
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意 見 書 の 提 出 12月定例会において次の意見書等を議決し、地方自治法の規定
により、関係機関へ提出しました。

地方議会議員の厚生年金制度への加入を求める意見書

　地方分権時代を迎えた今日、地方公共団体の自由度が拡大し、自主性及び自立性の高まりが求められる
中、住民の代表機関である地方議会の果たすべき役割と責任が格段に重くなっております。
　また、地方議会議員の活動も幅広い分野に及ぶとともに、より積極的な活動が求められております。
　しかしながら、昨年実施された統一地方選挙において、町村では議員への立候補者が減少し、無投票当
選が増加するなど、住民の関心の低下や地方議会議員のなり手不足が大きな問題となっております。
　こうした中、地方議会議員の年金制度を時代に相応しいものにすることが、議員を志す新たな人材確保
につながっていくと考えます。
　よって、国民の幅広い政治参加や地方議会における人材確保の観点から、地方議会議員の厚生年金加入
のための法整備を早急に実現するよう強く要望致します。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出致します。
    平成28年12月19日 北海道古宇郡泊村議会　
提　出　先
　衆議院議長・参議院議長・内閣総理大臣・内閣官房長官・総務大臣・財務大臣・厚生労働大臣

ＪＲ北海道への経営支援を求める意見書

　11月18日、ＪＲ北海道は、現在の営業路線のおよそ半分となる10路線13線区を単独では維持が困難であ
ると発表しました。
　この路線のいずれかが廃止となれば、その地域の過疎化が促進され、地域の経済や住民のくらしを破壊
することとなります。公共交通機関としての役割を放棄するものであると言わざるを得ません。
　ＪＲ北海道は発足当初から、国の経営安定化基金により経営を維持しており、積雪寒冷地という気象条
件もかさなり、設備の維持管理には多額の費用が必要であります。
　よって、国においては、地域住民の日常生活に重要な移動手段である鉄道を北海道において公共交通機
関としての役割を発揮できるように、ＪＲ北海道の経営が自立できるよう財政支援等を図るよう強く要望
致します。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出致します。
　　平成２８年１２月１９日 北海道古宇郡泊村議会　
提　出　先
　衆議院議長・参議院議長・内閣総理大臣・財務大臣・国土交通大臣

大雨災害に関する意見書

　北海道では、本年８月、台風７，11，９号が相次いで上陸し、さらに台風10号の影響による集中豪雨に伴
う河川の氾濫により、住宅や農地への浸水被害及び道路・鉄道の決壊や土砂災害が発生したところであり
ます。また、定置網・養殖施設被害など水産被害も大きなものがあります。
　このように全道各地で甚大な被害が発生し、住民のくらしや経済活動に多大な影響が生じております。
　こうしたことから、住民が一日も早く、安心してもとの生活を取り戻すことができるよう早急な災害対
策と今後の防災対策が必要とされております。
　ついては、この度の災害からの迅速な復旧と今後の防災対策に向け、下記の事項について特段の配慮を
強く要望致します。

記
１　自治体の応急対応や復旧復興に要する経費について特別交付税による財政支援や災害復旧事業債の資
　金確保など十分な地方財政措置を講ずること。
２　被災した道路・河川・鉄道等の公共土木施設、水道施設、農地・治山・林道・漁港等の農林水産業施
　設、社会福祉施設、医療機関、学校等文教施設及び文化財等の災害復旧に対して支援を行うこと。
３　復旧だけではない水害に強い河川の改修への財政措置を講ずること。
　　一級河川のみならず、北海道管理河川においても浸水被害解消のため、抜本的な河川改修が可能とな
　るよう特段の財政措置を講ずること。
４　住宅被害を受けた被災者が、もとの生活を取り戻すための必要な各種支援制度について、十分な財政
　措置を講ずるとともに、迅速かつ柔軟な運用を行うこと。
５　農林水産業への被害について、農林漁家の経営意欲を後退させないよう災害に強い農山漁村づくりへ
　の措置を講ずること。
６　大量の流木等が農地の復旧や漁業の操業等の支障とならないよう流木等の災害廃棄物の迅速な回収や
　処理に必要な経費に対し、特段の財政措置を講ずること。
７　被災中小企業に対し資金繰り支援を行うこと。
８　異常気象等を起因とする災害発生状況を踏まえ、より強靭な道路・河川を初めとする公共施設の整備
　を推進するため、老朽化施設の補修・更新や施設の日ごろの維持管理に対して特段の財政措置を講ずる
　こと。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出致します。
　　平成28年12月19日 北海道古宇郡泊村議会　
提　出　先
　衆議院議長・参議院議長・内閣総理大臣・総務大臣・財務大臣・文部科学大臣・厚生労働大臣
　農林水産大臣・経済産業大臣・国土交通大臣・環境大臣・内閣官房長官・内閣府特命担当大臣（防災）
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